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問1 日本の果樹栽培に関する統計において、収穫量が全国1位の山梨県で約3万5千トンに達し、全国合計でも16万トンを超える規模で生産されてい
る果実があります。この果実の栽培が盛んな、山から流れ出た土砂が平地との境目に堆積して形成された、水はけの良い地形を何といいますか
。 （2023年 鳥取県公立入試 類似）

1. 三角州 2. 扇状地 3. 干拓地 4. 台地

問2 東北地方の農業生産額において、米の占める割合が他地方よりも極めて高くなっている状況について、その背景や課題を説明したものとして適
切なものはどれですか。 （2026年 福岡県公立入試 類似）

1. 米への依存度が高いため、冷害な
どの自然災害や米価の変動が地域の
農業経営に与える影響が大きい。

2. 温暖な気候を活かした二毛作が普
及しており、米と野菜をバランスよ
く生産している。

3. 米の生産を抑え、代わりに商品価
値の高い熱帯果実への転換が急速に
進んでいる。

4. 家畜の飼育頭数が日本で最も多い
ため、稲作よりも畜産業が生産額の
大部分を占めている。

問3 日本の農業に関する統計において、1990年から2013年にかけて農業就業者数は大幅に減少しています。この統計的な変化と、現在の日本の農
業が直面している状況を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2016年 奈良県公立入試 類似）

1. 都市部から農村への移住が活発化
したことにより、地方における耕作
放棄地はほぼ消滅している。

2. 農業従事者の平均年齢が上昇する
高齢化が進んでおり、労働力や後継
者の確保が困難な状況にある。

3. 若者の新規就農者が急増したこと
で、就業人口の減少傾向は食い止め
られ、平均年齢も低下している。

4. 農地の集約化と機械化が完璧に達
成されたため、少ない人数で食料自
給率を大幅に向上させている。

問4 農業産出額の構成において、石川県は「米」の割合が極めて高く、岩手県は「米」に加えて「畜産」の割合が大きくなっています。岩手県で畜
産が盛んに行われている地理的な背景として、最も適切な説明を選択してください。 （2020年 埼玉県公立入試 類似）

1. 伝統的に工芸作物の栽培が盛んだ
ったが、化学繊維の普及により、そ
の広大な跡地を牧場に転用したため

2. 海外への輸出を目的として、ブラ
ンド牛の生産に特化し、米よりも高
い収益を上げる構造へ転換したため

3. 北上高地などの広大な土地や丘陵
地を活用し、肉用牛や乳牛、鶏など
の飼育が大規模に行われているため

4. 冬の積雪が厳しく耕作が困難なた
め、年間を通じて室内で管理できる
家畜の飼育に特化したため

問5 三重県尾鷲市の統計において、総人口が約2万3000人から約2万人へと減少し、同時に老年人口（65歳以上）の割合が高まっている状況が確認
されました。このような課題を抱える自治体が、地域の活力を維持するために行う施策として、最も適切なものはどれですか。 （2016年

香川県公立入試 類似）

1. 若者が都市部で働けるよう、大都
市への積極的な移住を勧める

2. 行政コストを削減するため、水道
や電気などの公共インフラ供給を停
止する

3. 特産品を活用した観光振興や、UI
ターンによる移住促進を行う

4. 自然環境を守るため、地域内での
あらゆる経済活動や開発を禁止する

問6 新潟、富山、石川、福井の4県の沿岸部に広がる北陸工業地域の特色について説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2016年

愛媛県公立入試 類似）

1. 機械や金属、化学工業などの近代
産業が発達する一方で、加賀友禅な
どの伝統産業も盛んである。

2. 明治時代に建設された官営製鉄所
をきっかけに発展し、古くから鉄鋼
業が地域を支えてきた。

3. 東京や神奈川を中心とした広大な
消費地を背景に、印刷業や食料品工
業が極めて盛んである。

4. 瀬戸内海の交通の利便性を活かし
、大規模な石油化学コンビナートや
製鉄所が集中している。

問7 日本の大豆の自給率が約7%という低い水準にとどまり、大量の輸入を必要としている背景として、大豆がどのような用途で大量に消費されてい
ることが挙げられますか。 （2018年 富山県公立入試 類似）

1. 米の代わりの主食として、日常的
に炊飯して食べられているため。

2. 化学繊維の主な原料として、衣服
の製造に不可欠な素材となっている
ため。

3. バイオ燃料の原料として、国内の
自動車走行の主なエネルギー源とな
っているため。

4. 豆腐や納豆などの食用だけでなく
、食用油の原料や家畜の飼料として
も広く利用されているため。

問8 1960年代以降の高度経済成長期において、東京などの大都市圏では、都心部の地価が高騰し、生活環境も変化したことで、居住人口が減少しま
した。その一方で、鉄道沿線の郊外には大規模な住宅地である「ニュータウン」が開発され、多くの人々が移り住んだため、都市全体の人口分
布が環状（わっか状）になりました。このような人口移動の現象を何と呼びますか。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. 限界集落の形成 2. 過疎化現象 3. ドーナツ化現象 4. スプロール現象

問9 名古屋港の貿易統計において、輸出額に占める自動車の割合が非常に高い数値を示している理由として、最も適切な説明を選びなさい。 （2022年

京都府公立入試 類似）

1. 海外から輸入した原油を港の周辺
で精製し、付加価値の高い石油製品
として輸出する拠点となっているた
め。

2. 背後地である中京工業地帯に、世
界的な規模を持つ自動車産業の工場
が集積しているため。

3. 古くから繊維工業が盛んな地域で
あり、その技術を応用した最新の航
空機部品を主要製品として輸出して
いるため。

4. 内陸部で生産される電子部品を、
高速道路を利用して空港へ運ぶため
の中継地点として整備されているた
め。

問10 日本の農村地域において、農業に携わる人々の高齢化が進んでいる主な理由として、最も適切な説明を選びなさい。 （2026年 宮崎県公立入試 類似）

1. 若者の都市部への流出や後継者不
足により、新たに就農する若年層が
少ないため

2. 高齢者のみを対象とした就農支援
政策が優先的に行われているため

3. 農業技術の高度化に伴い、高齢者
しか農作業を行えなくなったため

4. 輸入農産物の増加によって国内の
作物に対する需要がなくなったため

問11 日本の都道府県別の就業者割合を見ると、地域ごとに産業構造の特色が表れています。たとえば、愛知県は全国平均と比べて第2次産業の割合が
高いことで知られていますが、一方で東京都や沖縄県は第3次産業の割合が極めて高いという特徴があります。沖縄県において第3次産業の割合
が特に高い理由として、適切なものはどれですか。 （2026年 岡山県公立入試 類似）

1. アジア諸国に近い地理的条件を活
かし、大規模な製鉄所や石油化学コ
ンビナートが集中する日本最大級の
重化学工業地帯が形成されているた
め。

2. シリコンロードと呼ばれる電子部
品の生産拠点が集中しており、精密
機械の組み立てを専門とする労働者
が県内の就業者の大半を占めている
ため。

3. 広大な平野を利用した大規模な機
械化農業が発達しており、農作物の
加工や流通を担う第2次産業と第3次
産業が密接に連携しているため。

4. 豊かな自然環境や歴史的背景を活
かした観光業が地域の主要な産業と
なっており、宿泊・飲食業などのサ
ービス業に従事する人が多いため。


